
大田区立大森第六中学校
持続可能な社会の担い手づくり（ESD) 持続可能な開発目標（SDGｓ）達成を目指して

教育目標
・気品のある生徒の育成
・実力のある生徒の育成
・健康のすぐれた生徒の育成

SDGsカレンダー（３年）
教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

社会

数学

理科

外国語

音楽

美術

保健体育

技術科

家庭科

総合的な
学習の時
間

特別活動
生徒会

特別な教科
道徳

創造性を培う

ABCDEF 「今日のトピック」 社会で起きている出来事を調べ、担当者を決めて発表する。

ＡＢＤ

ＪＩＣＡエッセイ
コンテストに参加

Ｂ民主主義
を守るには

Ｅ 基本的人権

が守られる社会

Ｅ 少子高齢化
くい止めるには

Ｂ グローバ
ル化の課題

ＡB 地球規模の
問題を考える

AE 農業体験

Ｂ 国際ユースコンテスト参加 ＢＤＥ 「世界の中の人として」総合まとめ
３年間のまとめ冊子作成、

学習成果発表会への準備

Ａ 運動とエネルギー
宇宙を動かすものは
何か

ＡＦ 地球と宇宙
太陽系を調べる 惑星へ

の移住について考える

AＢＦ自然・科学技
術と人間
環境レポート
望ましいエネルギー開

BDF 音楽の

持つ力（意見

文）

DF 避難訓練
のアナウンス

DF おすすめの場
所は？

D インドの言語と

文化

F オンライン

ショ ップの商品紹介

BCDEF 広島の原爆、

平和

BDEF
世界に広がっ
た漫画とアニ
メ

BDEF
物語文を楽し
む

AF ゴミの分

別ルール

BDEF アメリカ

の公民権運動

F 国際交流イ

ベントに出店

しよう

F 中学生活

の思い出、英

語を学ぶ意義

AEF バイオミメティク

スについての説明文

Ａ 化学変化とイオ
ン
見えないものを見える形で

説明する

Ｅ 生命のつながり
無性生殖と有性生殖ではどちらが有
利か

Ｆ 音楽の諸要素

C,D名曲と鑑賞とプレゼンテーションABD 世界各地の音楽、音楽史ABF 日本歌曲 Ｆ 曲種に応じた歌い方の工夫

F 豊かな混声合唱の響き

ABD 楽曲の背景

から学ぶ

ＢD 日本の伝統音楽の味わい

F ２次方程式
様々な方法で二次
方程式を解く

F 関数
比例や反比例、一次関数で
はとらえられな関数について、

F 三平方の定理
直角三角形の三辺の関係を予
測する

2axy 

Ｆ エネルギー変換（動力伝達）

AF  手毬 幾何学模様を活用した作品

DC  鑑 賞 DC  鑑 賞
AE  ポスター募集
「地球の環境について考える」

DF  沈金 制作 金の美しさを感じて CF  篆 刻

E 健康な生活と病気の予防に
ついて学ぶ
感染症から命を守る

Ｆ課題解決に

向けて話し合うC夏草「奥
のほそ道」
他教科との

つながり

E握手
批評文

B挨拶
戦争

B故郷
社会と人々

話合い活動
DE温かいスープ・エルサルバドルの少女 ヘスース

戦争・社会と人々

Ｆ標本調査

Ｆ ものづくり（金属）

Ｅ 学校
防災訓練
に参加

E 生物どうしの
つながり グラフから
相互作用を考える 遺
伝技術の活用例を調
べる

Ｅ 普通救命講習
人の命の尊さ

Ｅ 大田区活性化
プロジェクト

Ｅ 裁判員制度
是か非か

E 最低限度

の生活とは

F 赤字財政を減らせ

Ｂ万葉集防人の歌

平和について

Ｅ私を束ねないで
これからの生き方

F作られた「物語」を超

えて

☆エネルギー問題
☆ これからのエネ
ルギー 政策を考える

☆2030年のエネルギー資源 ☆気候変動☆生物多様性

BD 音楽を紹

介する記事を

読む

Ｆ 学級を作る E 学教行事 A ボランティア活動 A グリーンカーテン E学校行事 A ボランティア活動 A ボランティア活動 E学校行事

DEF
子どもの成長

AＤＥＦ
身近な消費生活と環境

国際的スポーツ大会の役割

CDF 旅行の行先

の相談

F 感謝の気

持ちの伝え方

B 平和を考える
会

自分自身に関すること 集団や社会との関わりに関すること

生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること人との関わりに関すること

F 多項式 F 平方根 F 円

Ｆ 情報の技術

ＳＤＧｓカレンダー カリキュラムマネジメント

未来を創造する力と態度 自己変容を促す六中ルーブリック

地域は屋根の
ない学校

農援隊等

ボランティア活
動

授業改善・自己
変容

持続可能
な社会の
担い手

総合的な学習の時間で培う概念

持続可能な社会の
担い手になる

横断的な学びから
地球的規模の課題解決学習

生徒の主体性を促す取組

対話的活動による協働作業

ESDによる深い学び

ESDからSDGｓ達成へ
防災学習
環境学習
平和学習
国際交流

食品ロス削減活動
企業連携
など

ユネスコ・スクールに加盟して１１年

農援隊キャラクター
ほたるん

六中キャラクター
ボラピー

未来を創造する
ユネスコ・
スクール

SDGｓ

六中SDGｓ20番
個性を認め合える社会に

ここ最近の表彰
H27.12 ESD大賞文部科学大臣賞受賞
H28. 2 生徒会・自然科学部

東京都教育委員会表彰受賞
H29.12 地球温暖化防止活動

環境大臣賞受賞
H30. 2 低炭素杯2018

最優秀地域学校エコ活動賞受賞
R2 東京都教育委員会教職員表彰

学校部門
大田区青少年表彰

R4、5 大田区教育委員会研究推進校

六中ESDルーブリック 六中ESDループリック 六中ESDループリック

考えて問題解決しよう！ 話合いで問題解決しよう！
①問いをたてることができる。 ・課題を理解し、自分で考えようとしている。 ・課題に進んで取り組むことができる

②自分の考えをもつことができる。
・資料を集め、自分の考えや意見の根拠となるものを選ぶ
ことができる。

・自ら発言することができる。

③他者との協働によって、自分と他者の考えの、共通点や
相違点がわかる。

・根拠を示し、課題解決のための意見をもつことができ
る。

・なぜ間違えたか考えることができる。

④他者の考えに対する自分の考えをもつことができる。
・聞き手の興味を引きつけるような独自のアイデアを出す
ことができる。

・他者の発言を真剣に聞くことができる。

⑤自分の考えを改善し、次の課題につなげることが
　できる。

・課題に対し様々な事を予測し､多面的に意見を組み立て
ることができる。

・次の課題に対し、さらに意欲を高めることができ
る。

①課題（物事）に対して、自分なりの見方ができる。
・声の大きさ、抑揚、話す速度､目線などに気をつけなが
ら話すことができる。

・班隊形にきちんとなり、隣の生徒と話すことができ
る。

②課題（物事）を、メリット、デメリットの両面から見る
ことができる。

・誰に対しても自分の意見を積極的に言うことができる。 ・他者の話に耳を傾けて聞き、理解しようと努める。

③課題（物事）に対して、他者と協働し、多くの考えを生
み出すことができる。

・その場に応じた聞き手の心を動かすような話し方ができ
る。

・話合い活動で、積極的に発言することができる。

④課題（物事）に対して、様々なアプローチの方法を考え
出せる。

・相手に伝わるような説得力のある表現方法を工夫するこ
とができる。

・他者の発言に共感を示したり、意見を述べたりする
ことができる。

⑤複数の見方を持って、課題に取り組むことができる。
・自分の伝えたいことを筋道を立てて論理的に伝えること
ができる。

・他者の考えを認め、課題解決する喜びを感じること
ができる。

①現状を分析し、課題を発見できる。
・相手が話しているときはその人を見て静かに聞くことが
できる。

・既習事項、経験と結びつけて考えることができる。

②望ましい未来像をイメージできる。
・相手が話しやすいように相づちを打つなどして、自分が
きちんと聞いていることを伝えられる。

・他者の立場に立ち、他者の考えや行動に共感するこ
とができる。

③望ましい未来像を、他者と協働して吟味できる。
・相手の話の内容から、質問や感想、意見を考えながら聞
くことができる。

・他者の意見に対して互いに批判的な意識をもちながら、共
通の課題を解決しようとすることができる。

④望ましい未来の実現のために、何をどうするべきか考え
ることができる。

・相手の考えをきちんと受けとめたうえで自分の意見と比較
し、共通点や相違点を考えながら聞くことができる。

・他者と自分の意見を合わせて新たな考えを導き出す
ことができる。

⑤望ましい未来の実現のための、計画が立てられる。
・相手の意見を聞き、さらに自分の意見をもう一度考えよ
り良いものにすることができる。

・自分と違う意見、価値観、個性、環境を尊重し、共
感することができる。

Ａ
　
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

C
　
未
来
像
を
予
測
し
て
計
画
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
力

B
　
多
面
的
・
総
合
的
に
考
え
る
力

Ⅰ
　
発
想
力

Ⅱ
　
表
現
す
る
力

Ⅲ
　
聞
き
取
る
力

持続可能な社会の担い手として、
　　　　力や態度を身につけよう！

君はどの力や態度をのばしているか。
授業やその他の活動の中で、

身につけよう！

ESDバランス表

問題解決するために行動しよう！
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